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令和４年理事会議事録 

 

１ 日  時    令和４年７月１４日（木）午後１時３０分～午後２時４８分 

            

２ 場  所    和歌山市吹上二丁目１番２２号 日赤会館３階会議室 

             

３ 出席者    中芝理事長  （岩 出 市 長） 

下副理事長  （和歌山県副知事） 

       三軒副理事長 （太 地 町 長） 

横山常務理事 （学識経験者） 

平野理事   （高 野 町 長） 

       坂本理事   （学識経験者） 

            ［書面出席］   

尾花副理事長 （和歌山市長） 

望月理事   （有 田 市 長） 

田岡理事   （新 宮 市 長） 

中山理事   （有田川町長） 

       小谷理事   （みなべ町長） 

井澗理事   （白 浜 町 長） 

       松本理事   （紀和薬剤師国民健康保険組合理事長） 

        

４ 事務局  事務局長・事務局次長・電算介護課長・審査第１課長・審査第２課長・ 

総務課長補佐・総務課 庶務係長 

 

司  会 

定刻がまいりましたので、只今から理事会を開催いたします。 

本日の理事会は、ご出席いただいております理事さんが６名、所用の為、書面に

より審議に加わっていただいております理事さんが７名となっており、本会規約第

３２条の規定により理事会が成立することを報告させていただきます。 

  それでは、開会にあたり、中芝理事長よりご挨拶を申し上げます。 

 

理 事 長 

  本日、理事会を開催いたしましたところ、皆様方には、大変お忙しい中、ご出席

をいただきまして、誠にありがとうございます。 

また、平素は本会の事業運営に対しまして、格段のご支援とご協力を賜り、厚く

お礼申し上げます。 
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さて、昨年来、懸案事項になっておりました国保総合システム更改に伴う財源不

足の問題については、国会議員や地方六団体に対する国庫補助獲得のための活動が

功を奏し、令和４年度に必要な額として、要求額どおりの５４億円余りが措置され

ました。 

支払基金システムとの統一化やクラウド化に向けては、令和５年度においても、

なお財源不足が生じる見込みとなっていますが、既に地方六団体に対する要請活動

を済ませ、今後は、国保中央会において、厚生労働大臣や財務大臣への陳情が予定

されているところです。 

このように、連合会にとって厳しい状況が続く中、本会といたしましては、これ

まで以上に、経費削減に努めるとともに、本体業務である審査支払業務や各種共同

事業の充実・強化に取り組んで参る所存でございますので、引き続きご理解・ご協

力を賜りますようお願い申し上げます。 

本日ご審議いただきます案件は、先にご案内いたしましたとおり、規程の一部改

正や令和３年度の事業報告、決算等、近く開催予定の総会に附議する議案でござい

ます。 

なお、本日の理事会に先立ちまして、この８日に理事保険者課長会議を開催し、

課長さん方に内容を説明させていただいております。 

この後、事務局から説明いたしますので、ご審議の上、ご承認賜りますようお願

いいたします。 

 

司  会 

  それでは、議事に移らせていただきます。 

はじめに、理事会の議長でございますが、本会規約によりまして、中芝理事長に

お願いいたします。 

 

議  長  

規約の定めによりまして、議長を務めさせていただきます。 

    議事進行に、ご協力の程をお願いいたします。 

    議事に入ります前に、本日の議事録署名人ですが、三軒副理事長さんと、平野理

事さんのお二人にお願いいたします。  

    それでは、議事に入ります。 

  報告事項 報告第１号「理事長専決処分について」事務局から説明いたします。 

 

事 務 局 

説明に入ります前に、去る７月８日に開催した理事保険者課長会議において、２

点質問がありましたので、その回答内容と合わせて報告させていただきます。 
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１点目は、事業報告の（２）国保診療報酬等に関する事業 ①国保診療報酬等審査

支払業務 ア審査業務に関することの再審査部会開催状況の表の中で、開催日数の計

が１２日となっているが、２４日ではないかとの質問に対して、日数については、

医科と歯科を区別することなく、部会の開催日数として集計しており、３年度にお

いても医科と歯科は同日に開催しているので、１２日となることを説明いたしまし

た。 

２点目は、同じく事業報告の（５）第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業

ア 第三者行為損害賠償求償事務に関することの（イ）自賠責保険、自動車保険及び

自動車共済に対する求償事務の表の前年度比を見ていただきたいのですが、２年度

に比べて請求件数は増加しているが、収納件数・金額がともに減少しているのはな

ぜかという質問に対して、受付及び請求については、当該年度に新規に処理した件

数・金額であるのに対し、収納は過失交渉を経て実際に収納された新規以外の継続

分も含めた件数・金額となっており、受付・請求と収納では集計方法が異なること、

また収納額については、近年自動車の性能が向上したり交通規制が厳しくなってい

る中で、１件当たり金額の低い案件が増加していることに加えて、加害者と被害者

間での過失割合に大きく左右されることから、件数に比例して収納額が増加あるい

は減少するということは一概には言えないことを説明いたしました。 

それでは、報告事項について説明いたします。 

なお、附議事項をお願いいたします。 

 

報告第１号 理事長専決処分について 

急を要しましたので、記載の４点について、国民健康保険法第８６条において準

用する同法第２５条第２項の規定により専決処分いたしましたので、報告いたしま

す。 

 

１ 退職給付引当資産の処分について 

前常務理事が３月末に退任したことによるもので、積立金額３億１，７２１万

３，５５１円のうち、７０万４，０００円を処分し、令和３年度一般会計へ繰入いた

しました。 

 

２ 令和３年度一般会計補正予算について 

今申し上げた退職給付引当資産の取崩分を繰入するためのもので、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ７０万４，０００円を追加し、総額を３億２，８５５万

４，０００円といたしました。事項別明細書で説明いたします。 

歳入の款５繰入金、目１退職給付引当資産繰入金と歳出の款２総務費、目１役員

費でそれぞれ７０万４，０００円増額いたしました。 
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３ 令和３年度診療報酬審査支払特別会計補正予算について 

風しん抗体検査等費用と新型コロナウイルスワクチン接種費用の双方で、支払額

が予算額を上回る見込みとなったことに伴う補正となります。風しん抗体検査につ

いては、毎年秋以降に減少するところが年間通して一定の実績があったこと、また

ワクチン接種については、令和３年１２月から３回目の追加接種が始まったことが

主な要因で、抗体検査等費用に関する支払勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ２，０００万円を追加し、総額を３億７，２７８万３，０００円といたしまし

た。事項別明細書で説明いたします。 

  歳入の款１抗体検査等費用受入金、目１風しん抗体検査等費用受入金で５００万

円を、目２新型コロナウイルスワクチン接種費用受入金で１，５００万円をそれぞ

れ増額し、歳出で支出金として、それぞれ同じ額を増額いたしました。 

 

４ 令和４年度一般会計補正予算について 

県が実施する介護職員また福祉・介護職員の処遇改善に係る交付額の算出・振込

業務の受託に伴うもので、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２３億

４，８４２万２，０００円を追加し、総額を２５億３，１７２万２，０００円といた

しました。事項別明細書で説明いたします。 

歳入の款８県支出金、目１介護職員処遇改善支援事業委託費で１８億４９２万

８，０００円、目２福祉・介護職員処遇改善支援事業委託費で５億４，３４９万

４，０００円を増額し、歳出の款３事業費、目８介護職員処遇改善支援事業費と目

９福祉・介護職員処遇改善支援事業費のそれぞれで、人件費や委託料、また事業所

への交付に充てるための費用として同額を補正いたしました。 

報告事項については、以上となります。 

 

議  長 

只今、報告第１号について説明をいたしましたが、何かご質問等ございませんか。 

 

一  同 

  特になし。 

 

議  長  

  ないようでございますので、次に議決事項に入ります。 

  議案第１号及び議案第２号は、規程の一部改正等でございますので、一括議題と

することにご異議ございませんか。 

 

 



5 

 

一  同 

  異議なし。 

 

議  長  

それでは、一括議題とし、事務局から説明いたします。 

 

事 務 局 

 議案第１号 職員服務規程の一部を改正する規程について 

１０月１日施行の育児・介護休業法の改正に伴うもので、新旧対照表を載せてい

ますが、要点を簡単に申し上げますと、子が１歳に達する日までの間については、

夫婦ともに分割して２回ずつ取得することを可能とします。また、１歳以降の育児

休業については、これまで１歳または１歳６か月に限定していた開始時点を柔軟化

し、夫婦が育休を途中交代できるように改めます。更に、出生時育児休業を新設し、

従来の育児休業とは別に出生後約８週間以内に２回を限度に、２８日以内の休業取

得を可能とすることで、父親が育児休業を取得しやすい環境を整えることといたし

ます。 

 

議案第２号 退職者医療共同事業拠出金規程を廃止する規程について 

本会では、国保中央会が行う年金受給権者一覧表の作成など、退職者医療共同事

業に係る経費を市町村から拠出金として徴収し、国保中央会へ納付していましたが、

退職者医療制度の廃止により、請求額が小額、令和３年度決算で１，３０７円にな

ったことから、今後は市町村から徴収せず、会員負担金の中で賄うことに改めるも

のです。 

 

議  長 

  議案第１号及び議案第２号について説明いたしましたが、何かご意見、ご質問等

ございませんか。 

 

一  同 

  特になし。 

 

議  長 

  ないようでございますので、議案第１号及び議案第２号について、原案のとおり

可決することに、ご異議ございませんか。 
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一  同 

異議なし。 

 

議  長 

異議なしとのことでございますので、議案第１号及び議案第２号は原案のとおり

可決いたしました。 

  次に、議案第３号「令和４年第２回通常総会の招集について」を議題とし、事務

局から説明いたします。 

 

事 務 局 

 議案第３号 令和４年第２回通常総会の招集について 

来る令和４年７月２９日（金）午後１時３０分から、日赤会館３階会議室での開

催を予定しております。 

 

議  長 

   議案第３号について、ご異議ございませんか。 

 

一    同 

   異議なし。 

 

議  長 

異議なしとのことでございますので、令和４年第２回通常総会については、原案

のとおり招集いたします。 

次に、議案第４号「令和４年第２回通常総会に附議する議案について」事務局か

ら説明いたします。 

 

事 務 局 

議案第４号 令和４年第２回通常総会に附議する議案について 

これより説明いたします計１２議案を予定しております。 

それでは順に説明いたします。 

 

１ 令和３年度事業報告の認定について 

１事業概況ですが一つ目の新型コロナウイルス感染症拡大に伴う対応ですが、国

保中央会及び国保連合会では、厚生労働省からの要請に基づき、令和３年４月から

住民票所在地外でのワクチン接種費用の請求支払事務を実施しましたが、２回目接

種後、感染の収束が依然見通せない中、令和３年１２月からの３回目接種について
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も、新設された時間外・休日加算の対応も併せ実施しました。 

また、県が実施主体となる介護及び障害福祉分野での「感染防止対策支援事業」

においては、２年度に実施した慰労金対応時のスキームを活用し、事業所等からの

申請に基づき、感染防止対策に要する費用の支払事務を担いました。 

二つ目の保健事業への取り組み以降の項目については、後ほどの説明と重複する

部分がありますので、ここでの説明は省略させていただきます。 

２事業運営ですが、本会では記載の８項目の基本方針に基づき、円滑かつ効果的

な事業推進に努めました。 

（１）保険者支援事業等では、一つ目の保険者の国保事業への支援として、保険

者の円滑な事業運営に寄与するため、各種協議会の運営、広報事業の推進、保険者

をめぐる諸課題に対する支援事業の検討、国保制度改善強化等に取り組みました。 

二つ目の保険者の保健事業への支援では、一つ目の国保データベース（ＫＤＢ）

システムの活用促進に向け、国保保健事業の初任者の方々に、システム概要や機能

を理解していただき、地域の健康課題や保健事業の対象者の抽出等が円滑に行える

よう、実機を用いた研修会を開催しました。 

二つ目の国保・後期高齢者ヘルスサポート事業の推進では、コロナの影響を受け

る中、保健事業支援・評価委員会では連合会保健師による保険者への事前ヒアリン

グや委員との連携強化を一層図るなど、効率的な運営に努めました。 

三つ目の高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施では、令和６年度までに全市

町村が円滑に事業を開始し効率的な事業が展開できるよう、高齢者セミナーを開催

するなどの支援を行いました。 

 （２）国保診療報酬等に関する事業ですが、一つ目の医療機関からの診療報酬等

の請求に対して、適正かつ公平な審査と迅速な支払業務に努めるとともに、二つ目

の審査業務の充実・高度化への対応では審査担当職員の審査能力の向上や、審査支

払業務改革に向けての取組を行いました。 

 審査基準の統一化に向けては、国保中央会との連携のもと、令和４年３月時点で、

医科の４７３項目を全国国保連合会共通の審査基準に設定しました。 

 四つ目の保険者事務共同処理の実施では、保険者における事務の効率化や負担の

軽減を図るため、保険者に共通する事務について一元的に処理を行いました。 

次の（３）後期高齢者医療診療報酬等に関する事業についても、国保と同様に審

査支払をはじめ、和歌山県後期高齢者医療広域連合から受託する各種代行業務等に

ついて、迅速かつ正確な処理を行いました。 

 （４）特定健康診査等事業についても、健診等機関からの特定健診・保健指導の費

用請求に対して、適正な支払いに努めるとともに、データ管理など共通する事務に

ついて一元的に処理を行いました。 

（５）第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業では、自動車事故等において、
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第三者の不法行為により生じた保険給付について、令和３年度は３億２，４００円

余りを収納しました。 

また、求償事案発見のための支援として負傷原因調査票の作成などに引き続き取

り組むとともに、求償アドバイザーによる研修会では、課長さんなど管理職の方に

も出席いただき、一層の求償事務取組強化の必要性をＰＲしました。 

（６）介護保険事業ですが、一つ目介護保険制度改正及び介護報酬改定について

は、保険者等関係機関と連携を図りつつ適正に対応しました。 

二つ目介護給付費等の審査支払及び共同処理業務の実施では、介護給付費等の請

求に対して適正かつ公平な審査と迅速な支払に努めるとともに、保険者に共通する

事務について一元的に処理を行いました。 

三つ目介護給付適正化事業の推進では、医療情報と介護給付費明細書の突合点検

や介護給付費縦覧点検処理などに、保険者とともに取り組みました。 

（７）障害者総合支援事業については、介護と同様でございます。 

（８）その他事業運営ですが、一つ目保険者支援のためのシステムの安定運用等

では、開発元である国保中央会と連携を図り、安定運用に努めました。 

お示しの表は、国保総合システムをはじめ基幹系各システムの令和３年度におけ

る主な対応を記載しております。 

 二つ目、経費削減と健全な財政運営の推進では、経費削減に引き続き取り組むと

ともに、国保総合システムの次期機器更改に係る対応として、本年２月の総会でも

ご報告させていただきましたが、地方六団体や国会議員に対して国庫補助獲得のた

めの要請あるいは陳情を全国規模で展開し、令和４年度に必要な額として要求額ど

おりの５４．３７億円が措置されるに至ったところです。 

３事業実施状況については、主な事業のみ説明させていただきます。 

（１）保険者支援事業等のア会務運営等に関することでは、記載のとおり総会、

理事会、監事会などの基幹会議を開催するとともに、国保中央会や近畿地方協議会

主催の諸会議に出席しました。 

（ク）外部監査では、６月２１日から２３日までの３日間、会計事務所から令和

２年度の収支決算等について監査を受けました。 

なお、令和３年度の収支決算等についても、本年６月１５日から１７日にかけて

監査を受け、本日配布しています監査報告書にもありますが、特に指摘事項はござ

いませんでした。 

オ広報宣伝に関することですが、（ア）機関誌「国保わかやま」については、保険

者の皆さんにご協力いただきながら、例年どおり年４回発行いたしました。 

カ調査・研究に関することでは、（ア）ａ国保事務検討委員会を６月と１１月の２

回開催し、令和４年度の負担金並びに手数料等について説明し、委員の皆様方から

ご意見等をお伺いいたしました。 
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また、ｂ国保連合会システム部会を書面で開催し、医療費通知書裏面広報欄に第

三者行為における傷病届提出義務の啓発記事を掲載することについて各委員にご協

議いただき、令和４年４月作成分から印字レイアウトを変更することといたしまし

た。 

キ事業振興に関することでは、（イ）国保制度改善強化全国大会が、１１月１９日

に東京都の「有楽町朝日ホール」において開催され、本県からも中芝理事長さんは

じめ役員さん方、事務局合わせて計５名が参加いたしました。また、大会に先立ち

午前には、県選出国会議員の先生方に陳情を行いました。国に対する要望事項につ

いては、以下に記載の１１項目でございます。 

なお、令和４年度の全国大会については、令和４年１１月１８日の午後１時から、

「砂防会館」において開催予定となっております。 

ク保健事業に関することの（ア）から（エ）については先ほど事業運営のところで

申し上げたとおりですが、（イ）ａ保健事業支援・評価委員会については１６保険者

に支援を行いました。 

 （カ）在宅保健師の会による健康づくり活動支援では、ａ特定健診未受診者対策

等支援事業を和歌山市、有田市、かつらぎ町、高野町、広川町の５市町で実施し、在

宅保健師による電話での受診勧奨を行いました。 

 ケその他（ウ）新型コロナウイルス感染拡大に伴う対応ですが、先ほど事業概況

のところで申し上げたように、感染防止対策にかかる補助金として、介護分で

１，０９４事業所に対して約１，８８７万円を、障害分では２６８事業所に対して

約２９０万円の支払を行いました。 

（２）国保診療報酬に関する事業の、①国保診療報酬等審査支払業務のア審査業

務に関することですが、（ア）審査委員会の開催等では診療報酬審査委員会を毎月開

催し、５１名の審査委員に医科、歯科、調剤合わせて８６６万件余りを審査いただ

きました。前年度と比較しますと２．６％の増となっています。 

審査状況ですが、表の右端の査定率は後期高齢者分も含めて合計で０．１９％と

なっています。 

７万点以上の高点数明細書については、査定率が合計で０．３５％、国保中央会

での特別審査の対象となる３８万点以上の審査状況についてはカッコ書きになりま

すが、査定率は２．８７％といった状況でございます。 

 イ支払業務に関することですが、表右端の支払確定額の合計欄にありますように、

令和３年度では、後期も含め合計で２，２８０億２，６５９万円余りの支払いを行

いました。前年度比で２．３％の増となっています。 

 ②共同処理業務についてですが、ア保険者事務共同処理に関することでは、（ア）

一般業務としてａの共同処理基本業務７種類と、ｂの診療報酬明細書等画像化及び

原本管理業務を行いました。 
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また、（イ）特別業務では、医療費通知書や後発医薬品利用差額通知の作成など５

種類の業務を行いました。 

⑤抗体検査等費用に関する業務では、ア風しん抗体検査等費用として、

７，０００万円余りを、イ新型コロナウイルスワクチン接種費用として２億

９，０００万円余りを、医療機関等へ支払いました。 

 ⑥オンライン資格確認等に関する業務では、オンライン資格確認に必要な情報や

被保険者等が閲覧可能となる各種情報をシステムへ連携しました。 

（３）後期高齢者医療診療報酬に関する事業の②代行業務では、後期高齢者医療

広域連合から受託した１０業務を代行処理いたしました。 

（４）特定健康診査等事業のア支払業務に関することでは、国保と後期合わせて

８億４，９４９万円余りを健診機関へ支払いました。前年度と比較して約６．３％

の増となっています。 

（５）第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業については、一番下の表ですが、

合計で３億２，４００万円余りを収納、前年度との比較では４．３％の減といった

状況でございます。 

また、（キ）のところですが、連合会では求償案件の掘り起こしの一環として、交

通事故に多い疾病を指定した上でそれらを含む診療報酬明細書を抽出し、更にそこ

から交通事故が疑われるものを絞り込み、被保険者に確認するための負傷原因調査

票を作成支援しています。３年度では後期を合わせて計４，３２０件の調査票を作

成し、うち１０６件、２．５％が求償案件として委任されている状況でございます。 

 残りは求償案件以外のものがほとんどと考えられますが、中には被保険者から回

答のない場合や求償案件であっても傷病届が提出されていない場合などが含まれて

いる可能性もありますので、本会では４年度にそのあたりを把握し、未処理案件の

削減に向け検討を行っていきたいと考えているところです。 

（６）介護保険事業の①介護給付費等審査支払業務のア審査業務に関することで

は、（ア）介護給付費等審査委員会を毎月開催し、適正かつ公平な審査に努めました。 

介護給付費審査状況については、上の表の合計欄ですが、令和３年度は件数で

１８７万件余り、金額で１，１８１億９，９００万円余りの請求に対して審査を行

いました。返戻、査定、及び過誤等の状況については記載のとおりとなっています。 

イ支払業務に関することでは、令和３年度の介護給付費等の支払件数は、合計で

１９６万件余り、支払確定額は１，０３１億円余りとなり、前年度と比較してそれ

ぞれ１．４％と０．９％の増となっています。 

②共同処理業務のア介護保険者事務電算共同処理に関することでは、記載の（ア）

から（コ）までの１０種類の業務を行いました。 

（７）障害者総合支援事業ですが、①障害介護給付費等審査支払業務のイ支払業

務に関することでは、表の右下に記載のとおり、２９６億４，０５３万円余りを事
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業所等へ支払いました。前年度と比較して、約６．１％の伸びとなっております。 

②共同処理業務では、市町村等から委託されております（ア）から（キ）に掲げる

７種類の業務を行いました。 

令和３年度事業報告については、以上となります。 

 

事 務 局 

 ２ 令和３年度一般会計歳入歳出決算の認定について 

歳入合計は、予算現額３億２，８５５万４，０００円に対し、収入済額は２億

９，８９６万８，２８６円、歳出合計の支出済額は１億６，９００万８，７６５円と

なっており、歳入歳出差引残額は１億２，９９５万９，５２１円ですが、この内、１

億３６５万６，０００円が法人税の課税問題で、平成２６年度に積立金を整理した

際に繰り入れた業務勘定の紐付き分となります。 

歳入の款１負担金の収入済額は８，３１１万円余りで、国保の会員負担金

７，８００万円余り、和歌山県後期高齢者医療広域連合からの負担金４００万円余

りが主なものとなっています。 

款２国庫支出金は保険運営安定化対策事業補助金など、５７３万８，０００円を

受け入れました。 

款５繰入金、項１特別会計繰入金は６，８５７万円で、第三者行為求償事務を除

く特別会計からそれぞれ応分の繰入を行いました。 

款８県支出金２，４６７万円余りは、新型コロナウイルス感染防止対策支援事業

分として受け入れたもので、歳出の方で同額を支出しています。歳入は以上となり

ます。 

歳出ですが、款１会議費は７７万円余りで、総会等の経費となります。 

款２総務費、目２一般管理費は５，０６０万円余りで、職員５名の人件費が主な

ものとなります。 

款３事業費、目３広報宣伝費は派遣職員１名の人件費をはじめ、国保のしおりの

作成やテレビ・ラジオスポット放送に係る委託料等、１，１８５万円余りを支出い

たしました。 

目６保健事業費は１，２３８万円余りで、連合会保健師の報酬や国保データベー

スシステムの運用等に係る委託料が主なものとなります。 

款４積立金では、目１退職給付引当資産と目２減価償却引当資産として、

３，０００万円余りを積み立てました。 

款６諸支出金は国保中央会や近畿地方協議会への負担金等として、合計で

１，２６１万円余りを支出いたしました。一般会計については以上です。 
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３ 令和３年度診療報酬審査支払特別会計歳入歳出決算の認定について 

本特別会計には、国保の診療報酬の審査支払にかかる経費を賄う業務勘定と、診

療報酬等の４つの支払勘定があります。 

業務勘定ですが、歳入合計は予算現額７億３，２３５万３，０００円に対し、収入

済額７億５，６１１万６，８２５円、歳出は支出済額６億９，７４４万２，８６１円

で、歳入歳出差引残額は５，８６７万３，９６４円となっています。 

歳入の款１手数料、項１手数料の収入済額は５億５，８８４万円余りで、主なと

ころでは目１国保診療報酬審査支払手数料で２億３，７３２万円余り、目２４共同

処理手数料で２億６，３７４万円の収入となっています。 

また、同じく項２事務費は４，１４６万円余りで、目３新型コロナウイルスワク

チン接種事務費として３，８１２万円余りを受け入れました。 

款２国庫支出金は１，５３３万円、款４繰入金、項２積立金繰入金は資産取崩収

入として７，０４６万円余りを繰り入れました。 

このうち目１財政調整基金積立資産と目３ＩＣＴ等積立資産については、国から

の通知に基づき、年度末にそれぞれ示された上限額の範囲内で積み直す、いわゆる

洗い替えとういう行為をしなければならないことになっており、５，０００万円と

１，５００万円はそれに伴う取崩収入となります。他の特別会計においても、同様

の処理を行っているところです。もう一つの目２減価償却引当資産繰入金５４６万

円余りについては、記載の機器等の購入に充てるための取崩収入となります。 

歳出ですが、款１総務費は４億４７４万円余りで、項１審査支払管理費、目１一

般管理費の１億９，１７１万円余りは、職員１０名とレセプト点検専門員４名の人

件費の他、電算処理業務やシステムの運用管理に係る委託料が主なものです。 

目５新型コロナウイルスワクチン接種事業費についても、冒頭事業概況のところ

でも申し上げた３回にわたるワクチン接種業務として、職員２名の人件費と電算処

理委託料など、支出済額は３，２４２万円余りとなっています。 

項２共同処理管理費は１億７，３４２万円余りで、ここでも職員８名、レセプト

点検専門員６名、アルバイト職員１名の人件費と電算処理業務やシステムの運用管

理等の費用が主なものとなっています。 

款２審査委員会費の支出済額は２，６５３万円余りで、後期高齢者の業務勘定と

で応分に負担しています。 

款４レセプト電算処理システム特別分担金は、システムの維持や機能強化のため、

開発元の国保中央会に１，９３４万円余りを支出いたしました。 

款５積立金は１億９，７００万円余りで、先ほど申し上げた洗い替えによる積み

立てと、目２減価償却引当資産６，２４８万円余りとなっています。 

なお、目４ＩＣＴ等積立資産については、７，０００万円を積み増し、８，５００

万円といたしました。 
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款７諸支出金、目３他会計繰出金は、人件費等に係る応分の負担として

１，８４７万円余りを一般会計に繰り出しました。これについては、各会計で同様

の措置を行っていますが、説明の方は省略させていただきます。業務勘定について

は以上となります。 

診療報酬支払勘定ですが、予算現額８３３億６，１１９万６，０００円に対し、収

入済額は８１７億６，７０８万１，１５１円、支出済額は８１４億８，３５６万

７，６９９円となっております。 

歳入歳出差引残額２億８，３５１万３，４５２円のほとんどは、令和４年２月診

療分の市町村国保への概算請求分と確定額との差額で、全額繰り越した上、４年度

で保険者に返還いたします。 

  公費負担医療に関する診療報酬支払勘定については、予算現額３８億９，２７９

万円に対し、収入済額は３５億６，８５２万４，８９８円、支出済額は３５億

６，７７２万３，５６２円、歳入歳出差引残額８０万１，３３６円は全額繰り越し

た上で、概算で手当てされた指定公費分は令和４年度で国庫に返還いたします。 

出産育児一時金等に関する支払勘定については、予算現額３億７，８０５万

２，０００円に対し、収入済額・支出済額ともに３億１，０３２万６，０５６円、ま

た抗体検査等費用に関する支払勘定については、予算現額３億７，２７８万

３，０００円に対し、収入済額・支出済額ともに３億６，５６２万９，０７２円とな

っています。 

診療報酬審査支払特別会計については、以上となります。 

 

４ 令和３年度後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出決算の認定 

について 

本特別会計ですが、業務勘定と診療報酬、公費負担医療の２つの支払勘定があり

ます。 

後期高齢者業務勘定ですが、歳入合計は予算現額７億９３７万１，０００円に対

し、収入済額７億９１６万７，０８３円、歳出の支出済額は６億８，０４３万１８１

円で、歳入歳出差引残額は２，８７３万６，９０２円となっています。 

歳入の款１手数料は５億８，８２８万円余りで、目１診療報酬審査支払手数料で

３億２，１８２万円余り、目１９代行処理手数料で２億４，１９２万円余りの収入

となっています。 

款５繰入金は６，８３２万円余りで、洗い替え分と項２積立金繰入金、目２減価

償却引当資産繰入金４３２万円余りとなります。 

歳出ですが、款１総務費の支出済額は４億６，８０４万円余りとなっており、項

１審査支払管理費、目１一般管理費は２億９，６４３万円余りで、職員１５名とレ

セプト点検専門員１０名の人件費や電算関係の委託料が主なものです。 
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項２代行処理管理費は１億７，１６１万円余りで、同様に職員１２名とレセプト

点検専門員６名、アルバイト職員１名の人件費や委託料が主なものとなります。 

款４国保中央会システム負担金は１，８４１万円余り、款５積立金は１億

２，６３５万円余りで、減価償却引当資産として３，３００万円余り、また目４ＩＣ

Ｔ等積立資産で１，９００万円積み増し、３，９００万円といたしました。後期高齢

者業務勘定の説明は以上です。 

後期高齢者医療診療報酬支払勘定ですが、予算現額１，５７６億９，２００万

２，０００円に対し、収入済額は１，４２２億４，２５２万９，３２４円、支出済額

は１，４２２億４，２５２万４，９１０円です。 

後期高齢者に係る公費負担医療に関する診療報酬支払勘定については、予算現額

１２億７，９７６万４，０００円に対し、収入済額は１１億３１８万５９１円、支出

済額は１１億３１７万９，４９８円です。 

 

５ 令和３年度特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計歳入歳出決算の認定 

について 

本特別会計は業務勘定の他、国保と後期の２つの支払勘定があります。 

特定健康診査等業務勘定ですが、歳入合計は予算現額５，９４７万６，０００円

に対し、収入済額５，９９４万７，２４７円、歳出の支出済額は４，３１３万

２，２４６円で、歳入歳出差引残額１，６８１万５，００１円となっております。 

歳入の款１手数料は３，３００万円余りで、目１国保で１，７２８万円余り、目２

後期で１，５７２万円余りとなっています。 

歳出ですが、款１総務費は２，０１８万円余りで、職員１名の人件費やシステム

の運用管理費などの委託料が主なものとなります。 

款２積立金は１，８３４万円余りで、洗い替え分と、目２減価償却引当資産とし

て６３４万円余りを積み立てました。 

款４負担金は、システムの維持管理費用として、中央会へ３５９万円余りを支出

いたしました。 

特定健康診査・特定保健指導等支払勘定については、予算現額６億２，５００万

２，０００円に対して収入済額・支出済額ともに５億５，９８６万１，７５８円、ま

た後期高齢者健康診査支払勘定については、予算現額３億７，２００万２，０００

円に対して収入済額・支出済額ともに２億８，９６２万８，３１８円となっていま

す。 

特定健診等特別会計歳入歳出決算については、以上です。 
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６ 令和３年度第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計歳入歳出決算 

の認定について 

歳入合計の予算現額３億８，３８８万６，０００円に対し、収入済額は３億

５，９３２万５，５５０円、歳出の支出済額は３億５，１４７万８，９７２円で、歳

入歳出差引残額７８４万６，５７８円は翌年度へ繰越いたします。 

歳入の款１損害賠償金受入金３億２，４０７万円余りは、損保会社等からの受入

金で、歳出で同額を保険者等にお支払いしています。 

款２手数料は「被保険者割」と「収納額割」があり、２，８３０万円余りとなって

います。 

款３国庫支出金は４２０万円余りで、予算額より増えているのは求償専門員の業

務分担の見直し等により、後期高齢者分として、新たに３００万円余りの補助を受

けたためです。 

歳出ですが、款１総務費は２，７３４万円余りで、職員２名と求償専門員３名の

人件費及びシステムの運用費が主なものとなります。 

第三者行為求償事務特別会計については、以上となります。 

 

７ 令和３年度介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出決算の認定について 

本特別会計では業務勘定と、介護給付費、公費の２つの支払勘定があります。 

介護保険業務勘定の歳入合計は予算現額３億２，３８５万１，０００円に対し、

収入済額２億８，９４１万６，２６５円、歳出の支出済額は２億５，２１９万

３，００５円で、歳入歳出差引残額は３，７２２万３，２６０円です。 

歳入の款１手数料は、１億３，０３５万円余りとなっています。 

款２国庫支出金は６５４万円、款４負担金は介護保険者からの負担金で９１８万

円余りを受け入れました。 

款５主治医意見書料等受入金８，９４８万円余りは、保険者から受入れ、同額を

医療機関に支払っております。 

歳出ですが、款１総務費の支出済額は８，９０２万円余りで、項１審査支払管理

費、目１一般管理費の支出済額７，２２６万円余りは、職員３名と介護処理専門員

１名の人件費の他、システムの運用管理費などの委託料が主なものです。 

項２介護サ－ビス苦情処理管理費の５０３万円余りと、項３特別徴収経由機関業

務費の８５７万円余りについても、職員の人件費やシステムの運用管理費などの委

託料が主なものとなります。 

款４国保中央会負担金は、中央会への審査支払等システム負担金や共同運用セン

ター負担金などで、３，３００万円余りを支出いたしました。 

款７積立金では、洗い替え分の他、減価償却引当資産分として２，８７０万円余

りを積み立てました。 
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介護給付費等支払勘定の歳入ですが、予算現額１，０４９億７２５万７，０００

円に対し、収入済額は１，０２２億５５７万９，５６８円、歳出の支出済額は

１，０２２億５１７万６，５２０円で、差引残額の４０万３，０４８円を翌年度に繰

越します。 

公費負担医療等に関する報酬等支払勘定の歳入ですが、予算現額１０億

５，８０６万６，０００円に対し、収入済額は８億９，６５２万８，６２０円、歳出

の支出済額は８億９，６５２万５，８０４円で、そのほとんどが生活保護支出金と

なっています。介護保険事業関係業務特別会計については以上です。 

 

８ 令和３年度障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出決算の認定 

について 

本特別会計では業務勘定と、障害者、障害児の２つの支払勘定があります。 

障害者総合支援業務勘定ですが、歳入合計は予算現額６，８２３万４，０００円

に対し、収入済額７，００７万２，９００円、歳出の支出済額は５，６８８万

５，２５０円となっており、歳入歳出差引残額は１，３１８万７，６５０円です。 

歳入の款１手数料の収入済額は、５，２０５万円余りです。 

歳出ですが、款１総務費、項１審査支払管理費の支出済額は２，６８２万円余り

で、職員１名、嘱託職員１名の人件費の他、システム運用管理費などの委託料が主

なものです。 

款２国保中央会負担金は１，２８１万円余り、款４積立金では、他の会計と同様、

合計で８４９万円余りを積み立てました。 

障害介護給付費支払勘定ですが、予算現額２５６億４，０１０万２，０００円に

対し、収入済額及び支出済額ともに２４５億９，８８３万８，１２１円、障害児給付

費支払勘定は、予算現額５３億７，２４０万４，０００円に対し、収入済額及び支出

済額ともに５０億４，１７０万１，１７３円となっております。 

障害者総合支援法関係業務等特別会計については、以上となります。 

 

 財産目録 

続きまして、令和４年３月３１日現在の財産目録について、説明いたします。 

資産ですが、流動資産は、審査支払手数料等の未収金などがあり、流動資産合計

は２７３億３，８８５万円余りとなります。 

その下の固定資産ですが、特定資産とその他の固定資産があり、特定資産は各会

計でそれぞれ積み立てている積立資産となります。 

その他の固定資産は、建物・建物付属設備・什器備品となり、固定資産合計では

２８億４，２６６万円余り、資産合計は３０１億８，１５１万５，３０５円となって

います。 
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流動負債は、出納閉鎖までに支払するものや翌年度に繰り越して支払するものを

計上しており、流動負債合計は２７１億１，０１８万円余り、固定負債は職員の貸

付や退職給付引当金４億１，１２８万円余りで、負債合計は２７５億２，１４７万

１５３円となっています。 

正味財産は、２６億６，００４万円余りとなっています。 

 

監査結果報告書 

監査結果報告書になりますが、去る６月３０日に監事会を開催し、御坊市長の三

浦監事さんと北山村長の山口監事さんに監査をいただきました。 

 

９ 令和４年度一般会計補正予算について 

県委託事業である後発医薬品使用実績リストの作成業務において、県薬務課から

データの追加抽出の依頼があったことによる増額補正で、歳入歳出予算の総額に歳

入歳出それぞれ６１万６，０００円を追加し、総額を２５億３，２３３万８，０００

円といたします。 

歳入ですが、款７諸収入で６１万６，０００円を増額し、歳出の款６諸支出金で

使用実績リストの作成業務として同額を計上いたします。 

 

１０ 令和４年度診療報酬審査支払特別会計補正予算について 

業務勘定は令和３年度の消費税額が確定したことに伴い、３年度の不足分を各特

会で応分に負担するためのものと保険者間調整の国保返還金の実績が予算額に比べ

大きく伸びたための増額補正で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

９，０６７万３，０００円を追加し、総額を９億４，５７４万４，０００円といたし

ます。 

また、公費負担医療に関する診療報酬支払勘定は、概算交付された指定公費の精

算金を国庫に返還するための増額補正で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

８０万円を追加し、総額を３９億２，１４２万４，０００円といたします。 

更に、抗体検査等費用に関する支払勘定は、新型コロナウイルスワクチンの４回

目接種に対応するための増額補正で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

６，０００万円を追加し、総額を１億９，９７４万４，０００円といたします。事項

別明細書で説明します。 

業務勘定ですが、歳入の款５繰越金を４，８６７万３，０００円、款６諸収入、目

３保険者間調整健康保険療養費等受入金を４，２００万円増額し、歳出の款１総務

費で消費税不足分６７０万６，０００円、款７諸支出金、目１保険者間調整国保返

還金支出金で４，２００万円を増額いたします。 

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定ですが、歳入の款３繰越金を８０万円増
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額し、歳出で款５諸支出金を新設の上、４０万５，０００円を増額し、国庫へ返還い

たします。 

抗体検査等費用に関する支払勘定では、歳入の款１抗体検査等費用受入金と歳出

の款１抗体検査等費用支出金で、それぞれ６，０００万円を増額いたします。 

 

１１ 令和４年度後期高齢者医療事業関係業務特別会計補正予算について 

後期高齢者業務勘定では国保と同様、３年度消費税額の確定に伴う増額補正で、

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３７３万６，０００円を追加し、総額を７

億３，７９６万３，０００円に、また、後期高齢者に係る公費負担医療に関する診療

報酬支払勘定では、新型コロナウイルス感染症の支払額が予算額を上回る見込みと

なったことに伴う増額補正で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億

４，０００万円を追加し、総額を１４億２，６４４万４，０００円といたします。 

後期高齢者業務勘定の事項別明細書ですが、歳入の款６繰越金を３７３万

６，０００円増額し、歳出の款１総務費で、消費税不足分３５８万７，０００円を増

額いたします。 

後期高齢者に係る公費負担医療に関する診療報酬支払勘定ですが、新型コロナウ

イルス感染症の支払額が予算額を上回る見込みとなったことに伴い、公費負担医療

受入金と支出金で、それぞれ１億４，０００万円増額いたします。 

補正予算については、以上となります。 

        

１２ 理事の選任について 

お手元にお配りしております役員候補者名簿及び国保連合会役員名簿をご覧くだ

さい。 

令和４年２月２８日の総会では、市長会から推薦いただいていた中村前紀の川市

長が死去されたことから、任期満了に伴う役員の改選を定数１４名の内、１名欠員

のまま選任いただきましたが、今般、市長会の方から改めて岸本紀の川市長さんの

推薦をいただきましたので、補欠役員の選任をお諮りさせていただきます。 

説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

 

議  長 

  只今、議案第４号について説明いたしましたが、何かご意見、ご質問等ございま

せんか。 

 

一  同 

  特になし。 
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議  長 

  ないようでございますので、議案第４号について、原案のとおり可決することに

ご異議ございませんか。 

 

一  同 

  異議なし。 

 

議  長 

  異議なしとのことでございますので、議案第４号については、原案のとおり可決

いたしました。 

以上をもちまして、予定されております議案審議は、すべて終了いたしましたが、

他に何かございませんか。 

 

一  同 

  特になし。 

 

議  長 

  特にないようでございますので、本日の理事会は、以上をもって終わらせていた

だきます。 

   議事進行にご協力をいただきありがとうございました。 

 

（時：午後２時４８分） 

 

 

 

  以上理事会の議事録は事実と相違ないことを証明いたします。 

 

 

  議事録署名人 

 

  副理事長   太 地 町 長                     印 

 

 

  理  事   高 野 町 長                     印 


